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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
中
に
蔓
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
昨
年
８
月
下
旬
以
降
減

少
傾
向
に
転
じ
、
行
動
制
限
も
段
階
的
に

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
活

動
、
経
済
活
動
に
今
だ
、
多
大
な
影
響
を

与
え
て
お
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
第
６
波
へ
の
再
拡
大
も
懸
念
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
基
本

的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
国
で
は
、
子
育
て
世
帯
や
所

得
が
低
い
家
庭
な
ど
を
幅
広
く
支
援
す
る

等
の
経
済
対
策
を
決
定
し
ま
し
た
。
町
と

し
て
も
、
国
や
県
と
連
携
し
、
皆
様
の
実

情
に
寄
り
添
っ
た
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
も
、
７
月
豪
雨
に
よ
る
熱
海
市
の

土
砂
災
害
な
ど
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
、
災
害
が
全
国
的
に
多
発
し
ま
し
た
。

災
害
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
が
「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ

れ
た
こ
と
か
ら「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
等

と
連
携
し
地
域
防
災
力
の
強
化
や
、
防
災

意
識
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
防
災
情
報
配
信
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
町
内
の
防
災
情
報
の
一
元
化
と
、

よ
り
迅
速
な
情
報
提
供
が
可
能
と
な
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
様
に
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
利
用
の
拡
充
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
本
年
４
月
に
、
月
夜
野
中
学

校
、
水
上
中
学
校
、
新
治
中
学
校
、
藤
原

中
学
校
が
統
合
し
、
新
生
「
み
な
か
み
中

学
校
」
が
開
校
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

多
大
な
ご
理
解
・
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
地
域
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
に

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
地
域
に

愛
さ
れ
続
け
た
学
校
が
、
そ
の
歴
史
を
閉

じ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
言
葉
で
は
言
い
表

せ
な
い
深
い
哀
惜
の
念
が
あ
ろ
う
か
と
推

察
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
伝
統
は
次
代

に
受
け
継
が
れ
、
新
設
の
み
な
か
み
中
学

校
へ
と
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
く
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
。
町
で
は
引
き
続
き
、

教
師
と
生
徒
が
し
っ
か
り
と
向
か
い
合
い
、

学
校
生
活
に
満
足
感
や
達
成
感
が
得
ら
れ

る
よ
う
充
実
し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
か
み
町
は
、
世
界
基
準
で
認
め
て

い
た
だ
い
た
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
町

で
す
。
そ
の
登
録
さ
れ
た
背
景
や
価
値

は
、
農
業
や
観
光
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の

生
活
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
価
値
を
各
方

面
で
磨
き
高
め
る
こ
と
が
、
産
業
の
活
性

化
や
持
続
可
能
な
社
会
に
繋
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
の
も
と
、
地
場
産

業
の
振
興
、
流
通
体
制
や
移
住
定
住
の
促

進
、
若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
人
口
減
少
の
克
服
と

地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
昨
年
９
月
、群
馬
銀
行
、オ
ー

プ
ン
ハ
ウ
ス
、
東
京
大
学
と
「
産
官
学
金

包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、
温
泉
街
の

魅
力
創
出
や
活
性
化
を
目
指
し
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
、
民
間
活
力
に

よ
る
新
た
な
視
点
も
取
り
入
れ
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
夢
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
財

政
の
健
全
化
に
努
め
、
コ
ロ
ナ
終
息
後
の

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
社
会
を
「
み
な
か
み

町
の
魅
力
再
発
見
期
」
と
捉
え
、
新
た
な

時
代
に
即
し
た
町
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
輝
か
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

みなかみ町長

鬼 頭 春 二

謹
賀
新
年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
新
し
い
年
を
迎

え
、
心
穏
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
議
会
活
動

に
対
し
あ
た
た
か
い
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
を

代
表
し
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
２
度
に
わ
た
る
緊
急
事
態
宣
言

が
発
出
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
２
年
続
け
て
町
の
社
会
・
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
町

で
は
５
月
24
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
集
団
接
種
を
始
め
、
個
別
接
種
を
含

め
て
全
体
の
約
90
％
の
方
が
２
回
接
種
さ

れ
ま
し
た
が
、
本
年
２
月
末
に
は
３
回
目

の
接
種
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
関
係
者
皆
様
の
ご
努
力
に
あ

ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
４
月
７
日
に
は
統
合
さ
れ
た
新

生
み
な
か
み
中
学
校
の
開
校
式
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
様
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
祝
福
が
贈
れ
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
今
年
は
議
員
任
期
が
９
月
８
日

を
も
っ
て
満
了
と
な
り
ま
す
。
昨
年
の
12

月
定
例
会
初
日
に
議
員
定
数
の
条
例
改
正

が
行
な
わ
れ
、
４
人
減
の
定
数
14
人
と
な

り
ま
し
た
。
町
長
選
挙
と
同
日
で
、
10
月

２
日
投
開
票
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
改

正
は
町
の
課
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
検

討
し
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

は
、
町
の
代
表
を
選
ぶ
と
い
う
観
点
か
ら

も
判
断
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

今
期
の
議
会
は
、
２
年
に
お
よ
ぶ
コ
ロ

ナ
禍
で
議
員
活
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
町

の
重
要
課
題
を
当
局
と
真
剣
に
議
論
を
重

ね
、
全
町
対
応
の
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
は
４
月
開
局
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
火
葬
場
に
つ
い
て
も
、
水
上
・

新
治
地
区
の
現
有
施
設
を
改
修
・
整
備
し
、

利
用
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
で
事
業
費
負
担

の
軽
減
が
図
れ
ま
し
た
。

ゴ
ミ
処
理
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
は
、
町
の
財
政

負
担
を
考
え
る
と
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

委
員
会
を
中
心
に
、
固
形
燃
料
化
処
理
方

法
の
可
否
と
搬
出
方
法
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
。
現
在
、
県
の
広
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
大
枠
の
中
で
、
広
域

化
へ
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

皆
様
に
は
経
費
削
減
の
た
め
、
現
在
１
日

約
20
ト
ン
収
集
さ
れ
て
い
る
可
燃
ゴ
ミ
の

削
減
と
分
別
の
徹
底
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

結
び
に
、
山
積
す
る
町
の
課
題
解
決
に

向
け
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
議
論
を
重
ね
、

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
町
民
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
今
年
が
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

みなかみ町議会議長

山 田 庄 一

み
な
か
み
町
議
会
議
員

議

長

山
田

庄
一

副
議
長

森
　
　
健
治

議

員

牧
田

直
己

茂
木

法
志

鈴
木

美
香

阿
部
　
　
清

髙
橋

視
朗

窪
田

金
嘉

本
多

公
保

髙
橋
久
美
子

鈴
木

初
夫

石
坂
　
　
武

中
島

信
義

阿
部

賢
一

髙
橋

市
郎

久
保

秀
雄

小
野

章
一

令
和
四
年
寅

2022
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現
在
使
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
の
老
朽
化
と
電
波
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
「
防
災
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
と
併
用
し
て

令
和
４
年
11
月
末
ま
で
運
用
し
ま
す
。

新
し
い
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

で
は
携
帯
電
話
通
信
網
を
利
用
し
て

情
報
を
配
信
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

は
専
用
ア
プ
リ
「
＠Info

 C
anal

（
ア
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
）」
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以

外
の
携
帯
電
話
を
お
持
ち
の
方
は

メ
ー
ル
の
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
来
月
上
旬
か
ら
ア
プ
リ
と

メ
ー
ル
で
の
情
報
取
得
が
可
能
と
な

る
予
定
で
す
の
で
、
今
後
発
行
さ
れ

る
広
報
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

情
報
を
受
け
取
る
準
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
戸
別
受
信
機
や

屋
外
拡
声
子
局
か
ら
は
音
声
に
よ
る

情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

─防災─防災─防災InfoInfoInfoみなかみ─みなかみ─みなかみ─
スマートフォン・携帯電話からスマートフォン・携帯電話からスマートフォン・携帯電話から
情報入手できるようになります情報入手できるようになります情報入手できるようになります

■問い合わせ先　総務課 消防・防災係 ☎0278（25）5002
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各
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受
信
方
法

各
種
情
報
の
受
信
方
法

各
種
情
報
の
受
信
方
法

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
】

専
用
ア
プ
リ

「
＠Info

 C
anal

（
イ

ン
フ
ォ
カ
ナ
ル
）」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

ア
プ
リ
内
で
登
録
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
携
帯
電
話
】

登
録
専
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。
そ
の
後
、
登
録

用
ア
ド
レ
ス
が
記
載
さ
れ
た
メ
ー
ル
が
返

信
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

こ
か
ら
登
録
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

【
戸
別
受
信
機
】

戸
別
受
信
機
と
は
、

シ
ス
テ
ム
か
ら
配
信
さ

れ
る
情
報
を
音
声
で
伝

達
す
る
機
能
を
備
え
た

装
置
で
す
。
戸
別
受
信
機
か
ら
は
、
ア
プ

リ
や
登
録
制
メ
ー
ル
と
同
じ
く
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
が
出
す

地
震
・
気
象
情
報
を
は
じ
め
、
火
災
や
災

害
情
報
、
水
道
の
断
水
、
防
犯
対
策
、
獣

害
情
報
な
ど
の
行
政
情
報
が
音
声
と
し
て

配
信
さ
れ
ま
す
。

次
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
戸
別

受
信
機
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
世
帯
で
戸
別
受
信
機
を
希
望
す
る
場

合
は
、
有
償
貸
与
と
な
り
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
利
用

さ
れ
て
い
る
世
帯
は
貸
与
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
75
歳
以
上
の
世
帯
員
の
み
の
世
帯

②
75
歳
未
満
の
世
帯
員
の
い
る
障
害
者
の

み
の
世
帯

③
被
保
護
者
世
帯

④
準
要
保
護
者
世
帯
等

⑤
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
世
帯

緊急時・災害時の配信情報

平常時の配信情報

˔̝̝気৅情報　　　気৅情報　　　気৅情報　　　˔̝̝ආ೉情報・災害情報ආ೉情報・災害情報ආ೉情報・災害情報
˔̝̝緊急地震଎報　緊急地震଎報　緊急地震଎報　˔̝̝ϛαΠϧൃࣹ情報なͲϛαΠϧൃࣹ情報なͲϛαΠϧൃࣹ情報なͲ

˔̝̝๷災・๷൜情報　๷災・๷൜情報　๷災・๷൜情報　˔̝̝クマ౳出຅情報クマ౳出຅情報クマ౳出຅情報
˔̝̝水ಓஅ水情報　　水ಓஅ水情報　　水ಓஅ水情報　　˔̝̝ͦのଞ行政情報なͲͦのଞ行政情報なͲͦのଞ行政情報なͲ

戸別受信機に関するQ&A

戸別受信機からの情報を
聞き逃した場合は？

有償で貸与された戸別受信
機を返納した場合、返金さ
れますか？

町外に転出した場合、貸与
されていた戸別受信機はど
うしたらいいですか？

75歳以上のみの世帯ですが、
子どもから預かったスマート
フォンを所有しています。し
かし、使い方がわからないた
め、戸別受信機を貸与してい
ただくことはできますか？

メッセージは最大6件まで保
存されますので、最新の情報
については再確認が可能です。

貸与期間に限らず、返金は
一切いたしません。

貸与品ですので、総務課へ
返却してください。

75歳以上のみの世帯につい
ては、携帯電話の所有および
利用状況について調査させて
いただきました。調査の結果
に基づき該当者には無償貸与
させていただきます。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A
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●暖房器具：電気カーペットは広さにあった大きさで、設定温度は「強」から「中」にする。
●照明・こたつ：�白熱電球をLED電球に交換する。こたつ布団は上掛けと敷布団を合わせて使う。設定温度

は低めにする。
●冷蔵庫：�季節に合わせて設定温度を調整する。ものを詰め込みすぎない。無駄な開閉はせず、開けておく

時間を短くする。
●掃除機：部屋を片付けてから掃除機をかける。モップやぞうきんを使って掃除機をかける時間を減らす。
●炊飯器・電気ポット：炊飯器や電気ポットの長時間保温はしない。
●トイレ：使わないときは電気便座のふたを閉める。電気便座や洗浄温水の設定温度を低くする。

家庭で実践できるその他の節電方法の一部を紹介します！

この冬コロナ禍でも家庭では省エネに取り組みましょう
問い合わせ先 生活水道課 環境政策係　☎0278（25）5003

　気象庁のこの冬の天気予報見込みでは、ラニーニャ現象の影響で東日本日本海側では冬型の気圧配置になり
やすいため、気温は平年並みか低い、降雪量は平年並みか多いと予想されています。さらには、昨年に続き感
染症予防の影響で自宅で過ごす時間が多くなり電力需要が高まることが予想されます。電力会社も厳しい寒さ
を想定した中での電力の安定供給確保に努めていますが決して十分とは言えません。私たちも家庭でできる
ちょっとした工夫で余分な電力消費を抑えた省エネへの取り組みにチャレンジしてみませんか。

　家庭にある家電、機械も毎日エネル
ギーを消費しています。家族みんなで
問題意識をもって省エネを実践しよう。

　家電製品もガス製品も自動車も、
上手に使いましょう。1 年を通し
て家全体の効率的なエネルギーを
考えましょう。一人ひとりが自分
にできる省エネに取り組んでみま
しょう。

省エネ効果が
見えてきた！

もっと
省エネを！

住まいの断熱も
考えてみよう。

長時間留守にする
ときは主電源をオフ。

冷蔵庫の周囲には
適切な間隔を
開けよう。

野菜の下ごしらえに
どんどん利用しよう。

照明はこまめに
消灯しよう。 夏は28℃、

冬は20℃を
目安に設定しよう。

フィルター掃除を
しよう。

テレビ画面の
お掃除をしよう。

食器を洗うときは
低温に設定しよう。

節水も省エネ。

使わないときはこまめに
リモコンで電源を切ろう。
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子育て世帯へ臨時特別給付金を支給します
問い合わせ先 子育て健康課 子育て支援係　☎0278（25）5009

コロナワクチンの３回目接種のお知らせ
問い合わせ先 子育て健康課 ワクチン接種対策係　☎0278（25）3106

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て
世帯の生活を支援するため、臨時特別給付金を支給
します。
■対象児童
次の1および2のいずれにも該当する児童
１　平成15年4月2日以降に生まれた児童
２　児童を養育する保護者のうち、所得が高い人の

所得が児童手当の所得制限限度額内（下図参照）
である児童

扶養親族等の数 所得額（所得控除後の額）

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

4人 774万円

5人 812万円

■支給対象者
　対象児童の保護者のうち、所得の高い人
■給付額
　1人あたり10万円
■申請が必要な人
１　中学生以下の弟妹がいない高校生等（平成15

年4月2日から平成18年4月1日生まれの児童）
を養育している人

２　児童手当を受給している町内在住の公務員
３　令和3年9月1日から令和4年3月31日までに生

まれた児童を養育し、通知発送日以後に児童手当
の申請手続きをする人

４　令和3年9月1日から令和4年3月31日に生まれ
た児童を養育する公務員

■申請方法
　3月31日（木）までに郵送した申請書および添
付書類を同封の返信用封筒で返信してください。
※12月22日に支給済みの方は対象外です。

　3回目のワクチン接種は、2回目の接種日から一
定期間経過した18歳以上の方が対象となっていま
す。（12月20日現在）

対　　象　　者 接　種　時　期

医療従事者や高齢者施設等
の入所者等および従事者

2回目の接種日から
6カ月以上経過してから

他の高齢者
2月以降で

2回目の接種日から
7カ月以上経過してから

18歳～64歳 2回目の接種日から
8カ月以上経過してから

　該当者には順次通知を郵送しますので、内容を確
認し、必ず予約を済ませてから接種してください。
■接種場所
　個別接種協力医療機関または集団接種会場
※予約開始日時や集団接種の日程等については調整
中です。接種予約は通知が届くまでできません。
■接種ワクチンの種類
　3回目接種に使用するワクチンは、1、2回目の
種類に関わらず、mRNAワクチン（ファイザー社ワ
クチン、武田/モデルナ社ワクチン）を使用するこ
とになっています。なお群馬県では、50歳以上の
方にはモデルナ社のワクチンを推奨しています。

■交互接種の効果や安全性
　交互接種（1、2回目接種で使用したワクチンと
異なるワクチンを使用すること）と同種接種（同じ
ワクチンを3回使用すること）では、抗体価の上昇
や副反応について差がなかったと報告されています。
　副反応症状については、1、2回目接種で報告さ
れたものと同程度であり、短期間で治
まるといわれています。
　詳しくは、厚生労働省のホームペー
ジをご覧ください。

ワクチンの組み合わせ 抗体価

●扌●扌●
ファイザー　ファイザー　 モデルナ 抗体価は

上昇
●扌●扌●

ファイザー　ファイザー　ファイザー

※接種時期で通知が届かない方はお問い合わせくだ
さい。

出典：Munro APS, et al. The Lancet. December 2021
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新しいALTを紹介します！Assistant Language 
Teacher

　町では、現在4人のALTを配置しています。
　11月から桃野小学校のシエロ・ロハス先生に替わり、コートニー・ハルバーソン先生が配置されました。
　なお、月夜野中学校はデイビッド・チャコン先生、水上中学校・水上小学校・藤原小中学校はイーサン・
クック先生が引き続き指導し、新治中学校・新治小学校を指導する先生は今後来日される予定です。今回
は新しく配置されたコートニー先生をご紹介します。

コートニー・
ハルバーソンさ　

　ん

配置校：桃野小学校

My name is Courtney Halverson and I am from Texas states, United States 
of America! 
I studied at the University of North Carolina, majoring in Global Studies, with 
a minor in Philosophy.
My hobbies are playing basketball and listening to Pod Cast 
I look forward to spending time here in Tsukiyono and the surrounding area. 

(和訳)
　私の名前はコートニー・ハルバーソンです。アメリカのテキサスから来ました！
　私はノースカロライナ大学で、主に国際関係学、そして哲学を学びました。
　私の趣味は、バスケットボールをすることとポッドキャストを聞くことです。
　私は月夜野地区、そしてみなかみ町で過ごすことを楽しみにしています。

耐震改修促進計画（案）に関する意見募集
問い合わせ先 地域整備課 用地・管理係　☎0278（25）5020

■公表する計画
　みなかみ町耐震改修促進計画（案）
■計画案の公表・意見募集期間
　1月4日（火）から1月21日（金）まで
　※郵送の場合は、募集期間内の消印有効
■意見を提出できる方
・本町の区域内に住所を有する者
・本町の区域内に事務所または事業所を有する個人、

法人およびその他の団体
・本町の区域内の事務所または事業所に就業する者
・本町に対して納税義務を有する者
■資料の公表（配布）場所
・ホームページ
・役場地域整備課（本庁舎地下1階）
・水上支所
・新治支所

■意見の提出方法および提出先
　下記のいずれかの方法により提出してください。
電話や口頭でのご意見は、原則受け付けません。
①直接提出する場合
・役場地域整備課（本庁舎地下1階）
・水上支所
・新治支所
②郵送・FAXの場合
　〒379-1393　みなかみ町後閑318番地
　役場地域整備課　用地・管理係あて
　FAX番号：0278-62-0071
③電子メールの場合
　office-chisei@town.minakami.gunma.jp
④インターネットの場合
　専用のアドレス（https://logoform.jp/
form/tzTd/51687）にアクセスするか、
二次元コードを読み込んでフォーム入力

　耐震改修促進計画は「建築物の耐震改修の促進に関する法律」
に基づき、震災による住宅や建築物の被害軽減を図るとともに町
民の生命と財産を保護することを目的とした計画です。
　この度、計画内容に関して皆さまから意見を募集するため、作
成した計画の素案を公表します。寄せられた意見については、ホー
ムページ等で公表するとともに策定の参考とさせていただきます。
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一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
実
績
報
告

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
こ
と
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
自
治
会
な
ど
へ
の
助
成
支

援
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

町
組
区
で
は
今
年
度
、
こ
の
宝
く
じ

の
助
成
金
を
活
用
し
、
太
鼓
や
法
被
な

ど
と
い
っ
た
地
域
行
事
の
備
品
を
新
た

に
整
備
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
合
戦
略
課

企
画
政
策
係

☎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
０
１

■新調した備品
・うちわ太鼓 ������ 12個
・子ども用桶胴太鼓 ����４個
・かつぎ太鼓 �������４個
・みるみる上達くん ��� 40個
・祭礼用長胴太鼓 �����２個
・締太鼓 ���������８個
・鉦（かね） �������６個
・撥（ばち） ������ 40個
・法被 ��������� 50着

みなかみ町選挙管理委員会からのお知らせ

　来年度に任期満了を迎える町長および町議会
議員の選挙につきまして、12月1日に開催した
選挙管理委員会において、同時選挙を執行する
ことに決定しました。日程は次のとおりです。

　9月の町議会定例会において、新たな選挙管理委員が選挙され決定しました。また、12月1日に行われ
た選挙管理委員会での互選により、委員長に田村吉廣さん（2期目・谷川）、委員長職務代理者に高橋一
幸さん（2期目・上組）が就任されました。

町長選挙・町議会議員選挙

選挙管理委員のご紹介

田村吉廣さん
（2期目・谷川）

高橋一幸さん
（2期目・上組）

髙橋孝一さん
（1期目・下牧）

本多　剛さん
（1期目・谷地）

■告示日　9月27日（火）
■期日前投票期間　9月28日（水）～10月1日（土）　9月28日（水）～10月1日（土）

投開票日は10月2日
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Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

新
嘗
祭
献
穀
に
本
多
義
光
さ
ん
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

最
先
端
の
表
現
技
術
に
奨
励
賞

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞

公
益
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議

会
（
東
京
都
）
が
主
催
す
る
令
和
３
年
度

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
年
次
表
彰
式
に

お
い
て
、
新
治
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
本
多
孝

志
会
長
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

12
月
15
日
に
町
長
室
を
訪
れ
た
本
多
さ

ん
は
「
受
賞
は
大
変
名
誉
な
こ
と
。
歴
代

の
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
会
員
の
方
々
の

地
道
な
取
り
組
み
の
結
果
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健
全
な

育
成
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

功
績
の
あ
る
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

12
月
13
日
、
令
和
３
年
度
新
嘗
祭
献
穀

者
に
選
ば
れ
た
本
多
義
光
さ
ん
（
新
巻
）

に
対
し
、
鬼
頭
町
長
よ
り
献
穀
伝
達
書
お

よ
び
杯
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
と
は
、
毎
年
11
月
23
日
に
行
わ

れ
る
宮
中
祭
祀
で
、
天
皇
陛
下
が
そ
の
年

に
収
穫
さ
れ
た
穀
物
や
新
酒
な
ど
を
神
様

に
お
供
え
し
、
農
作
物
の
恵
み
に
感
謝
す

る
伝
統
的
な
儀
式
で
す
。

長
年
、
良
質
な
米
づ
く
り
に
努
め
る
本

多
さ
ん
は
「
丹
精
込
め
て
作
っ
た
お
米
を

お
供
え
で
き
て
光
栄
。
こ
れ
か
ら
も
美
味

し
い
お
米
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
最
先
端
表
現
技
術
利
用

推
進
協
会
（
東
京
都
）
が
主
催
す
る
第
５

回
羽
倉
賞
に
お
い
て
、
み
な
か
み
町
観
光

協
会
の
制
作
映
像
サ
イ
ト
「
天
空
の
ナ

イ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
楽
し
み
方
ガ
イ
ド
」

が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
、
11
月
18
日
に
品
川

イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式

に
出
席
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
最
先
端
の
表
現
技
術
を
活
用

し
た
作
品
お
よ
び
取
り
組
み
を
と
お
し
て

社
会
に
貢
献
し
た
功
績
を
表

彰
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回

は
全
国
か
ら
８
作
品
が
受
賞

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
、
林
辰
男
さ

ん
（
猿
ヶ
京
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

11
月
19
日
に
受
賞
報
告
の
た
め
町
長
室

を
訪
れ
た
林
さ
ん
は
「
自
分
１
人
の
力
で

は
な
く
、
ス
キ
ー
関
係
者
や
地
域
の
方
々

の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
ス
キ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
冬
季
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
減
少
が
続
く
中
、
１
人
で
も
多
く
の
選

手
を
世
界
へ
輩
出
す
る
こ
と
を
目
標
に
、

ス
キ
ー
連
盟
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
と
今

後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲町長を訪問した本多会長（中）と加藤正一学校長（左）

▲町長から伝達を受けた本多義光さん（左）

▲表彰式の様子（右から３人目が鈴木事務局長）

▲受賞された林辰男さん（左）
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谷
川
岳
登
山
指
導
セ
ン
タ
ー
閉
所

除
雪
作
業
の
安
心
安
全
を
祈
願

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
カ
イ
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

谷
川
岳
の
麓
に
あ
る
群
馬
県
谷
川
岳
登

山
指
導
セ
ン
タ
ー
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
業

務
を
終
え
、
11
月
30
日
に
閉
所
式
を
行
い

ま
し
た
。

閉
所
式
に
は
県
の
担
当
者
や
沼
田
警
察

署
谷
川
岳
警
備
隊
な
ど
関
係
者
お
よ
そ
20

名
が
参
加
し
、
相
川
章
代
セ
ン
タ
ー
所

長
（
県
観
光
魅
力
創
出
課
長
）
や
県
山
岳

連
盟
会
長
ら
が
指
導
員
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

同
員
が
ロ
ー
プ
や
ピ
ッ
ケ
ル
な
ど
の
装
備

品
を
返
納
し
ま
し
た
。

相
川
所
長
は
「
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て

遭
難
防
止
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
は

11
月
24
日
、
道
の
駅
水
紀
行
館
で
除
雪
出

陣
式
を
開
催
し
、
冬
季
除
雪
作
業
の
安
心

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
沼
田
警
察
署
や
群
馬
県
建
設

業
協
会
の
ほ
か
、
水
上
小
学
校
の
先
生
や

児
童
ら
が
来
賓
と
し
て
参
列
し
、
除
雪
作

業
請
負
業
者
と
水
上
小
の
代
表
児
童
２
名

が
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

本
式
典
は
、
本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
除
雪
作
業
の
安
全

確
保
と
、
雪
道
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
広

く
道
路
利
用
者
へ
呼
び
か
け
る
た
め
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験
な
ど
を
通
じ
て

次
世
代
の
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
楽
し
さ
に
触

れ
る
群
馬
県
主
催
の
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ス
カ
イ
セ
ッ

シ
ョ
ン
」
が
11
月
13
日
、
入
須
川
社
会
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
町
内
外
か
ら
15
組
約
30
名
の
親

子
が
参
加
。
午
前
中
は
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ

フ
ラ
イ
ト
や
小
型
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
体
験

な
ど
、
ド
ロ
ー
ン
の
機
能
に
触
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
。
午
後
の
部
で
は
、
次
世

代
の
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
み
な
か
み
町
を
舞

台
に
ど
の
よ
う
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
か

な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▲玄関前の看板を片付ける指導員▲除雪車にお神酒をかけて安全を祈願

▲屋外で行われたデモフライトの様子

第
２
回
み
な
か
み
民
話
祭

民
話
・
紙
芝
居
の
魅
力
の
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
民
話
と
紙
芝
居
の
家
（
猿
ヶ

京
）
が
12
月
12
日
、
開
館
20
周
年
を
目
前

と
し
た
プ
レ
記
念
事
業
「
第
２
回
み
な
か

み
民
話
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

で
ん
で
こ
座
三
国
太
鼓
に
よ
る
演
奏
で

幕
を
開
け
た
第
一
部
で
は
、
新
治
小
学
校

の
児
童
５
名
に
よ
る
「
こ
で
ま
り
語
り
」

や
、
民
話
と
紙
芝
居
の
家
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
「
て
ま
り
語
り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
画
家
や
絵
本
作
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
梅
田
俊
作
氏
、
子
ど
も

文
化
研
究
科
の
中
平
順
子
氏
に
よ
る
特
別

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲新治小学校の児童らによる「語り」
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宿
泊
客
の
避
難
誘
導
訓
練

包
括
連
携
協
定
に
よ
る
研
修
会
を
開
催

木
製
ベ
ン
チ
を
町
に
寄
贈

北
部
防
火
協
会
（
小
野
与
志
雄
会
長
）

は
12
月
７
日
、
源
泉
湯
の
宿
松
乃
井
を
会

場
に
防
火
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
相
互

扶
助
体
制
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
で
は
施
設
内
で
火
災
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
宿
泊
客
に
見
立
て
た
同

協
会
員
を
施
設
の
従
業
員
が
屋
外
へ
避
難

誘
導
さ
せ
、
相
互
扶
助
体
制
の
役
員
が
近

隣
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
客
を
振
り
分
け
、

各
施
設
へ
誘
導
す
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ

を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
平
成
20
年
か
ら
宿
泊
施
設

の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
回

で
13
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
11
月
、
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
（
木
村
絹
代
会
長
）
の
会
員
向
け
研
修

会
「
免
疫
力
を
高
め
る
食
事
と
運
動
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
の
講
師
を
務
め
た
群
馬
ヤ
ク
ル

ト
販
売
株
式
会
社
と
は
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
と
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、
昨
年
２
月
に
「
地
域

社
会
づ
く
り
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し

て
お
り
、
今
回
の
研
修
会
は
同
協
定
の
連

携
事
業
６
項
目
の
う
ち
、「
健
康
づ
く
り
」

「
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」「
食
育
」「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
」
の
実
践
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

11
月
22
日
、
株
式
会
社
関
工
務
所
（
川

場
村
）
の
鈴
木
忠
志
さ
ん
（
清
和
会
会

長
）
と
関
真
一
さ
ん
（
代
表
取
締
役
）
よ

り
、
木
製
ベ
ン
チ
16
台
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

同
社
で
は
、
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ
ん

の
役
に
立
て
れ
ば
と
、
毎
年
周
辺
市
町
村

へ
ベ
ン
チ
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
用
ベ
ン
チ
を
水
上
小

学
校
と
藤
原
小
学
校
に
、
そ
の
他
を
町
内

の
公
共
施
設
に
設
置
し
ま
し
た
。

丹
念
に
作
ら
れ
た
温
か
み
の
あ
る
ベ
ン

チ
は
大
変
好
評
で
あ
り
、
毎
年
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▲避難誘導を行う従業員の方々

▲身体を動かす参加者の皆さん▲目録を手渡す鈴木さん（中央）と関さん（左）

な
か
の
里
・
ま
ち
伝
統
工
芸
展

友
好
協
定
を
締
結
し
て
い
る
東
京
都
中

野
区
と
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
な
か
の

里
・
ま
ち
伝
統
工
芸
展
」
が
12
月
２
日
、

３
日
の
２
日
間
、
役
場
本
庁
舎
ロ
ビ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
野
区
か
ら
は
伝
統
工
芸
保
存
会
に
所

属
す
る
彫
刻
硝
子
、
江
戸
表
具
、
東
京
手

描
友
禅
、
和
裁
仕
立
、
陶
芸
の
各
作
家
の

皆
さ
ん
が
出
展
し
、
伝
統
的
工
芸
品
の
実

演
・
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

工
芸
展
を
訪
れ
た
方
々
と
親
し
く
話
さ

れ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
、
伝
統
工
芸
を

通
じ
て
地
域
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▲東京手描友禅の作品の数々
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宇
津
木
信
之
介
さ
ん

（
川
上
在
住
）

第34号

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
だ
よ
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局（
総
合
戦
略
課
）
☎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
０
１

谷
川
区
で
は
、
谷
川
山
系
よ
り
流
れ

出
る
清
流
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
所

「
虹
の
谷
ピ
コ
水
力
発
電
所
」
を
設
置

し
、
夜
の
明
か
り
が
ま
っ
た
く
な
い
浅

間
神
社
の
参
道
脇
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
光
を
照
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
度
、
余
剰
電
力
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
新
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
作
ろ
う
と
発
案
が
あ
が
り
ま
し
た
。

谷
川
地
区
は
「
虹
の
谷
」
と
良
い
愛
称

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宮
前
橋
前
面
に
ワ

イ
ヤ
ー
を
張
り
「
虹
の
谷

谷
川
」
と

懸
垂
表
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文

字
線
結
束
は
複
雑
な
作
業
で
、
文
字
に

電
飾
を
取
り
付
け
る
の
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
点
灯
試
験
を
繰
り
返
し
、
う
ま

く
文
字
が
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
今

ま
で
の
苦
労
も
吹
き
飛
び
ま
し
た
。
ワ

イ
ヤ
ー
へ
の
設
置
が
ま
た
難
題
で
、
強

風
と
積
雪
に
耐
え
う
る
仕
様
、
断
線
し

な
い
よ
う
試
行
錯
誤
の
末
、
や
っ
と
完

成
。「
ス
イ
ッ
チ
・
オ
ン
」
空
間
に
浮

か
ん
だ
「
虹
の
谷

谷
川
」
の
文
字
の

光
は
と
て
も
良
い
感
じ
で
す
。

ま
た
一
つ
、
谷
川
温
泉
の
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
１
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
水
上
支
部

谷
川
地
区

須
藤
邦
男

水
上
支
部（
谷
川
区
）の
活
動
～
虹
の
谷
ピ
コ
水
力
発
電
所
～

托
鉢
浄
財
を
町
に
寄
附

町
の
発
展
の
た
め
に
寄
附

12
月
７
日
に
利
根
西
部
佛
教
会
の
山
岸

弘
文
会
長
（
泰
寧
寺
住
職
）、
中
塚
菊
雄

副
会
長
（
廣
福
寺
住
職
）、
坂
西
成
王
地

区
代
表
（
如
意
寺
住
職
）
の
３
名
が
鬼
頭

町
長
を
訪
問
し
、
10
月
29
日
に
行
わ
れ
た

托
鉢
（
た
く
は
つ
）
で
集
ま
っ
た
浄
財
の

一
部
を
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
、
10
万
円
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

利
根
西
部
佛
教
会
で
は
、
毎
年
同
様
の

取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
下

区
・
上
区
・
中
村
区
・
竹
改
戸
区
・
南
区
・

小
川
島
区
を
対
象
に
托
鉢
を
実
施
し
ま
し

た
。

サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
テ
リ
ー

齋
藤
さ
ん
よ
り
、
11
月
18
日
に

開
催
さ
れ
た
「
第
11
回
テ
リ
ー

齋
藤
愛
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
の
協
賛
金
２
２
０
０

０
円
を
、
み
な
か
み
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
（
佐
藤
正
美
代
表
）
よ
り
、

11
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第

４
回
み
な
か
み
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
協
賛
金
３
８
０
５
０
円
を
、

株
式
会
社
Ｂ
Ｍ
Ｚ
よ
り
、
５
０

０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲山岸会長から町長に手渡されました

▲テリー齋藤さん（上）、みなかみベンチャーズさん（下）
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子育て
今昔物語

　時代が変われば子育ての常識も日々変わっていきます。変化

の違いがわかれば子育て・孫育てがスムーズになることでしょう。

　そこで、隔月のシリーズとして「子育て今昔物語」をお届け

します。

問い合わせ先／子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527

今回のテーマ おむつはずれ
　昔は「おむつはずれは早いほうが良い」といわ

れていましたが、今はお子さんの準備が整うこと

に加え、支える環境が整った時がおむつはずれの

タイミングと言われています。お子さんの準備とし

て「１人で歩ける」「言葉がでる」「おしっこの間隔

が空くようになる」この３つがそろえば始められま

す。

【Step１】

　おしっこに誘ってみましょう。最初はおまるや

トイレに座るだけでOKです。おしっこが出たら

「チー出たね」とおしっこを見ながら声をかけま

しょう。「出した」「見た」「聞いた」ことで排泄の

感覚が身につきます。

【Step２】

　トイレでのおしっこ成功率が上がったら、布パ

ンツにしてみましょう。布パンツでのおもらしは

チャンスです。「おしっこが出た」という感覚を認

識しやすくなります。おもらししたときは叱らず「お

しっこ出たね」と声をかけ「次は出そうになったら

教えてね」と自分から知らせ

るように促します。

　おむつはずれには、親も

お子さんもイライラせずに向

き合えることが大切です。家

族みなさんで焦らず叱らず

応援してあげてください。 

み
な
か
み
町
ス
ポ
�
ツ
少
年
団
の
ご
紹
介

■
代
表
者
▽
瀧
澤
克
朗
さ
ん
（
町
組
）

■
練
習
日
▽
毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

■
コ
メ
ン
ト

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

競
技
を
楽
し
む
中
で
関
東
大
会
、
全
国
大

会
出
場
と
目
標
を
掲
げ
、
時
に
は
厳
し
く
、

時
に
は
楽
し
く
、
技
術
の
向
上
と
発
想
力
、

礼
儀
を
学
ん
で
欲
し
い
と
考
え
活
動
し
て

い
ま
す
。

小
学
生
で
始
め
て
中
学
校
の
部
活
動
ま

で
続
け
る
子
も
多
い
の
で
、
体
を
動
か
し

た
い
子
、
興
味
の
あ
る
子
は
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
代
表
者
▽
金
子

浩
さ
ん
（
後
閑
）

■
練
習
日
▽
毎
週
水
・
日
曜
日

■
コ
メ
ン
ト

私
た
ち
、
月
夜
野
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

ジ
ュ
ニ
ア
は
、
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
し
な

が
ら
、
体
力
・
仲
間
づ
く
り
、
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。

冬
の
間
、
水
曜
日
は
月
夜
野
南
部
体
育

館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
随
時
、
体
験
入

団
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
待
っ
て
い
ま

す
！
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎（
２
５
）５
０
２
５

▲みなかみ町ソフトテニススポーツ少年団の皆さん

▲月夜野サッカークラブジュニアの皆さん

月
夜
野
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

み
な
か
み
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
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●相談、教室【子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527】

相談・教室等 対　象　者 日　　程 時　　　間 備　　考

母子健康
手帳交付 妊娠されている方 月・木 9:00～11:30

13:00～16:00
所 子育て健康課
持 妊娠届出書、個人番号カード

ママヨガ教室 妊娠中から産後
12か月までの母親 1/13（木） 10:30～11:30 所 にいはるこども園2階(汽車ぽっぽ)

予 汽車ぽっぽ ☎（64）1848　員 6人

ベビー
マッサージ

生後2か月から
1歳までの乳児 1/21（金） 10:30～11:15 所 保健福祉センター

予 健康推進係　員 8組

乳児相談
3か月児

1/13（木）

10:00～10:15
所 保健福祉センター
内 計測・問診・栄養相談8か月児 9:45～10:00

12か月児 10:15～10:30

母乳相談 妊婦及び産婦 訪問による母乳相談を実施します。
相談を希望される方はご連絡ください。

●健　診【子育て健康課　健康推進係　☎（62）2527】

健診の種類 対　象　者 日　程 時　　間 備　　考

4か月児健診 令和3年9月生 1/19（水） 　時間については
個別に通知します
のでご確認くださ
い。なお、都合の
悪い場合は子育て
健康課へお問い合
わせください。

所 保健福祉
　 センター

10か月児健診 令和3年3月生 1/19（水）

1歳6か月児健診 令和2年4月24日～6月生 1/18（火）

2歳児歯科健診 令和元年11月11日～令和2年1月生 2/9（水）

2歳6か月児歯科健診 令和元年6月～7月生 2/15（火）

3歳児健診 平成30年11月～12月生 1/26（水）

所：場所　予：要予約　員：定員　持：持ち物　内：内容

●子育て支援センター、子育てサークル【子育て健康課　子育て支援係　☎（25）5009】

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、休館もしくは変更等が生じる場合があります。また、人数制限や
時間制限等がありますので、利用を希望される際はイベント当日に各支援センターへお問い合わせください。

　なお、しばらくの間は町民のみ利用可能とします。
イベント メ　ニ　ュ　ー 日　　程 時　　間 お知らせ 場　　所

汽車ぽっぽ

親子ふれあい 月～金 10:00～12:00
13:30～16:00 予

子育て支援センター
（にいはるこども園2階）

☎（64）1848

Let’s Music １/6（木） 10:30～11:30 予
保健師のミニ講座

『体組成計』 1/17（月） 10:30～12:00 予

助産師さんに学ぼう！
『身体のこと』 1/24（月） 10:30～12:00 予

大きくなったかな？ 1/25（火）
～31（月）

10:00～12:00
13:30～16:00 予

キラキラ 親子ふれあい 火・金 10:00～12:00 予 にいはるこども園体育館隣
わくわく 親子ふれあい 水 10:00～12:00 予 水上公民館2階和室
にこにこ
クラブ 親子ふれあい 1月は

お休み 保健福祉センター

ぽかぽか
親子ふれあい 月・火・水 10:00～12:00

13:00～15:00 予 限定各3組 NPO法人北風塾
きたかぜはうす
☎（25）3535ニードルフェルト

（アクセサリー製作） 1/18（火） 10:30～
13:30～ 予 限定各3組

さくらんぼ
ルーム

親子ふれあい 月～金 9:30～12:00
13:00～15:30 予 限定各4組

つきよのこども園
☎(25)8400親子製作（お正月コマ） 1/12（水） 10:00～

内 オリジナルコマ製作
予 限定4組

親子製作（節分） 1/19（水） 10:00～ 内 豆入れ製作　予 限定4組

■対象者／就学前の子どもと保護者　■参加費／無料　※参加費がかかる場合はお知らせ欄に記入します。
持：持ち物　予：要予約　内：内容
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農
業
用
免
税
軽
油
の

申
請
手
続
き
の

集
中
受
付
期
間
が
始
ま
り
ま
す

オ
ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
１
が
終
了
し
ま
し
た

お
知
ら
せ

限
度
額
は
10
万
円
で
す
が
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
、
限
度
額
の
か
さ
上
げ
ま

た
は
全
額
支
給
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②
２
つ
以
上
の
資
金
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
合
計
額
を
限
度
額
以
内
で
補
助
し

ま
す
。

③
計
算
の
結
果
、
支
払
済
利
子
金
額
を
超

え
た
場
合
は
支
払
済
金
額
を
限
度
と
し

ま
す
。

■
申
込
方
法
▽
次
の
必
要
書
類
を
観
光
商

工
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

①
利
子
補
給
金
交
付
申
請
書

②
金
融
機
関
が
証
明
し
た
利
子
支
払
額
証

明
書
ま
た
は
こ
れ
を
証
す
る
書
類
（
令
和

３
年
中
に
支
払
っ
た
利
子
金
額
が
対
象
）

※
日
本
政
策
金
融
公
庫
を
ご
利
用
の
方
は
、

お
支
払
済
額
明
細
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

③
町
税
完
納
証
明
書
（
法
人
に
つ
い
て
は
、

法
人
お
よ
び
代
表
者
の
も
の
）

④
納
付
状
況
確
認
同
意
書

■
そ
の
他
▽
様
式
等
は
観
光
商
工
課
や
町

商
工
会
で
配
付
し
て
い
る

ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
提
出
期
限
▽
１
月
31
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
商
工
課

商
工
振
興
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
１
８

全
国
の
参
加
自
治
体
で
競
う
「
オ

ク
ト
ー
バ
ー
・
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

２
０
２
１
」
が
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
10
月
１
日
～
31
日
ま
で
の
１

カ
月
間
、
走
っ
た
り
、
歩
い
た
距
離
を
専

用
の
ア
プ
リ
で
集
計
し
、
参
加
自
治
体
間

で
対
抗
戦
を
行
う
も
の
で
す
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
３
４
５
自
治
体
、

14
万
９
０
５
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
室
内
で
で
き
る

運
動
の
実
施
や
家
事
な
ど
の
日
常
生
活
の

活
動
量
を
ス
ポ
ー
ツ
に
変
え
、
運
動
不
足

解
消
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
２
５

公
的
制
度
融
資
利
子
補
給
制
度

町
内
に
店
舗
・
事
業
所
・
工
場
等
を
有

す
る
会
社
や
個
人
の
方
で
、
設
備
資
金
や

運
転
資
金
を
目
的
と
し
た
公
的
融
資
制
度

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
融
資
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
に
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
▽
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
法

人
ま
た
は
個
人
事
業
主

①
町
内
に
お
い
て
、
１
年
以
上
継
続
し
て

事
業
を
営
ん
で
い
る
方

②
町
小
口
資
金
・
群
馬
県
融
資
制
度
・
商

工
貯
蓄
共
済
・
政
府
関
係
融
資
制
度
を

利
用
し
て
い
る
方
（
群
馬
県
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
資
金
利
子
補

給
、
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
特
別
利

子
補
給
制
度
な
ど
、
他
の
利
子
補
給
制

度
の
対
象
と
な
る
融
資
は
除
く
）

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

■
補
助
対
象
と
な
る
期
間
▽
次
の
期
間
に

借
り
受
け
た
融
資
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
利
子
補
給
を
受
け
て
い

る
借
入
金
の
借
り
換
え
は
対
象
外
で
す
。

【
設
備
資
金
】

平
成
28
年
１
月
～
令
和
３
年
12
月

【
運
転
資
金
】

平
成
28
年
１
月
～
令
和
３
年
12
月

■
補
助
金
額

①
所
定
の
計
算
式
に
基
づ
き
決
定
し
ま
す
。

軽
油
に
課
さ
れ
る
軽
油
引
取
税
（
32
・

１
円
／
１
ℓ
）
は
、
農
業
に
使
用
す
る
場

合
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
行
う

こ
と
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
の
対
象
▽
ほ
場
の
耕
う
ん
、
栽
培

管
理
等
、
農
業
者
が
農
作
業
を
行
う
た
め

に
使
用
す
る
機
械
の
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
軽
油

■
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
群
馬
県
に
対
し
「
免
税
軽

油
使
用
者
証
」
と
「
免
税
証
」
の
交
付

申
請
を
行
う
。（
申
請
に
は
「
耕
作
証

明
書
」
や
使
用
す
る
農
業
用
機
械
の
確

認
書
類
が
必
要
）

②
交
付
さ
れ
た
「
免
税
証
」
を
、
給
油
の

際
に
軽
油
販
売
業
者
に
提
出
し
、
免
税

軽
油
を
購
入
・
使
用
す
る
。

③
使
用
後
、
伝
票
や
領
収
書
な
ど
と
と
も

に
、
数
量
な
ど
を
報
告
す
る
。

■
集
中
受
付
期
間
▽
２
月
１
日
（
火
）
～

２
月
18
日
（
金
）

■
申
請
場
所
▽
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務

所
（
沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
）

※
営
農
経
済
総
合
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
村
森

下
２
８
０
９
‐
１
）内
に
、２
月
３
日（
木
）

お
よ
び
８
日
（
火
）
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
臨
時
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
４
３
３
６

利
根
沼
田
農
業
事
務
所

☎
０
２
７
８
（
２
３
）
０
１
８
８

▲ウォーキング
　アプリ

▲ランニング
　アプリ
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■問い合わせ先　地域包括支援センター　☎0278（62）0540

地域包括
支援センター
からのお知らせ

　ヒートショックとは、寒暖差によって急激に血圧が変化し、血管や心臓に負担がかかることによって引
き起こされるもので、最悪の場合は死に至ることもあります。ヒートショックはどの年代でも起こりうる
ものですが、特に高齢者は入浴する際など注意が必要です。

寒暖差対策室内の していますか？

確
定
申
告
相
談
会
場
の
ご
案
内

沼
田
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
の
相
談

会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

■
会
場
▽
沼
田
税
務
署

１
階
会
議
室

（
沼
田
市
東
原
新
町
１
９
１
０
‐
２
）

■
開
設
期
間
▽
２
月
１
日
（
火
）
～
３
月

15
日
（
火
）
※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

■
受
付
時
間
▽
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４

時
（
提
出
は
午
後
５
時
ま
で
）

■
開
始
時
間
▽
午
前
９
時

■
そ
の
他

○
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ
の
入
場
に

は
「
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。
入
場
整

理
券
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
事
前
発
行
、
ま
た

は
会
場
で
も
当
日
配
付
し
て
い
ま
す
。

○
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
後
日
の
来
場

を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申

告
会
場
で
は
、
混
雑
を
回
避
す
る
た
め

入
場
制
限
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
申
告
書
作
成
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
午
後
２
時
頃
ま
で
に
受
付
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
に
は
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
ス
マ

ホ
申
告
が
便
利
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作
成
し
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
２
１
３
１

入浴時の予防のポイント
・入浴前に脱衣所や浴室を暖める。暖房がない場合は、シャワー

での湯張りや浴槽のふたを開けておくなど、浴室を湯気で暖
める（暖房器具を使う場合は、一酸化炭素中毒予防のため1
時間に1回5分以上を目安に換気を行う）。

・お湯につかる前にかけ湯をする。
・お湯の温度は41度程度を目安とし、長時間の入浴は避ける。
・入浴のタイミングは日没前の暖かい時間がおすすめ。
・飲酒後の入浴はヒートショックを起こしやすいので要注意。

トイレも要注意！
・洋式トイレの場合は便座の保温機能や便座カバーを使用する。
・夜は特に冷えるので、トイレに行くときは上着を羽織る・靴下を履くなど暖かい格好をする。

～ヒートショックにご注意を～

老
齢
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機

構
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨

年
一
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
申
告

手
続
き
を
す
る
際
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
電
話
で
再
発
行
の
依
頼
が
で
き
ま

す
。
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
を

ご
用
意
の
う
え
、
渋
川
年
金
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
受
給
者
本
人
が
必
要

書
類
を
持
参
す
れ
ば
渋
川
年
金
事
務
所
の
窓

口
で
も
発
行
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
や
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５
）
で
も
再
発

行
の
依
頼
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、遺
族
年
金
、障
害
年
金
に
は
税
金
が

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
ら
の
み
を
受
給
し

て
い
る
方
に
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ
先

渋
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
１
４

町
民
福
祉
課
医
療
係

☎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
１
０

���������������������

���������������������

�
�

�
�

�
�

�
�

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
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お
知
ら
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
の

ポ
イ
ン
ト
が
失
効
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
期
間
を
延
長
し
ま
し
た

高
速
バ
ス「
み
な
か
み
温
泉
号
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

建
退
共
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な

る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
働
く
こ
と
を
辞
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
、
い
わ
ば
業

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

■
加
入
可
能
事
業
主
▽
建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
者
▽
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金
▽
日
額
３
２
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
６
７

バ
ス
タ
新
宿
＝
９
時
45
分
発
／
練
馬
駅
＝

10
時
15
分
発
／
川
越
駅
西
口
＝
11
時
15
分

発
→
上
毛
高
原
駅
＝
13
時
25
分
着
／
水
上

駅
＝
13
時
45
分
着
／
水
上
高
原
ホ
テ
ル

２
０
０
＝
14
時
25
分
着

■
乗
車
券
購
入
方
法
▽
町
観
光
協
会
の
ほ

か
、
所
定
の
コ
ン
ビ
ニ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（
発
車
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト
）
で
お
買
い

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

■
そ
の
他
▽
詳
し
く
は
、

関
越
交
通
バ
ス
の
「
み

な
か
み
温
泉
号
」
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

み
な
か
み
温
泉
号
案
内
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
５
３
）
０
２
１
５

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
対
策
と
し
て
昨
年
７
月
、
０
歳
か
ら

15
歳
（
中
学
３
年
生
）
ま
で
の
町
民
に
対

し
、
一
人
あ
た
り
５
０
０
０
円
分
の
ミ
ナ

カ
ミ
ハ
ー
ト
カ
ー
ド
を
配
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

配
付
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
２
月
28

日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
お
使
い
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
健
康
課

子
育
て
支
援
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
０
９

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

群
馬
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

詳
し
く
は
群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
ま
た
は
沼
田
労
働
基
準
監
督
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
７
（
８
９
６
）
４
７
３
７

沼
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
７
８
（
２
３
）
０
３
２
３

群馬県最低賃金（地域別最低賃金） 1時間 865円
発効日

令和3年
10月2日

特
定
最
低
賃
金

【製鋼・鉄素形材製造業最低賃金】 1時間 946円

発効日
令和3年

12月29日

【一般機械器具製造業最低賃金】 1時間 935円

【電気機械器具製造業最低賃金】 1時間 935円

【輸送用機械器具製造業最低賃金】 1時間 935円

１ 最低賃金は時間額で定められており、県内のすべての労働者とその使用者に適用されます。
２ 18歳未満または65歳以上の方や、定められた軽易な業務に従事する方については、特定

（産業別）最低賃金の適用から除外されます。

使用者も 労働者も 必ず確認、最低賃金

し
ま
す
。

■
助
成
対
象
の
接
種
期
間
▽
１
月
31
日

（
月
）
ま
で

■
対
象
者
▽
①
接
種
日
当
日
の
年
齢
が
満

65
歳
以
上
お
よ
び
60
～
64
歳
で
心
臓
や
腎

臓
等
に
機
能
障
害
の
あ
る
方
／
②
高
校
１

年
生
相
当
～
59
歳
の
重
症
化
予
防
の
方
／

③
接
種
当
日
生
後
６
カ
月
以
上
中
学
３
年

生
以
下
の
方

■
接
種
場
所
▽
利
根
沼
田
の
医
療
機
関

■
負
担
額
お
よ
び
助
成
額
▽
対
象
者
①
＝

１
２
０
０
円
を
自
己
負
担
／
対
象
者
②
＝

３
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
助
成
／
対
象

者
③
＝
４
０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
補
助

■
申
請
期
限
▽
２
月
28
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
健
康
課

健
康
推
進
係

☎
０
２
７
８
（
６
２
）
２
５
２
７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助

成
対
象
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。
ま
だ
お

済
み
で
な
い
方
は
早
め
の
接
種
を
お
願
い

冬
季
限
定
で
運
行
し
て
い
る
高
速
バ
ス

「
み
な
か
み
温
泉
号
」
が
、
今
シ
ー
ズ
ン

も
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
運
行
期
間
▽
４
月
３
日
（
日
）
ま
で

■
経
路
お
よ
び
時
刻

【
新
宿
方
面
行
き
】

水
上
高
原
ホ
テ
ル
２
０
０
＝
10
時
20
分
発

／
水
上
駅
＝
11
時
10
分
発
／
上
毛
高
原
駅

＝
11
時
35
分
発
→
バ
ス
タ
新
宿
＝
15
時
15

分
着

【
水
上
方
面
行
き
】
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※空き家バンクに登録できる土地は、居住を目的とした宅地等（農地は除く）です。
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■
日
時
▽
２
月
７
日
（
月
）・
14
日
（
月
）・

21
日
（
月
）
の
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時

（
全
３
回
）

■
会
場
▽
後
閑
駅
ナ
カ
学
習
室
（
Ｊ
Ｒ
上

越
線
後
閑
駅
内
）

■
対
象
者
▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
所
有
し

て
い
る
町
内
在
住
の
方
で
、
全
日
程
参
加

可
能
な
方

■
定
員
▽
先
着
５
名

■
参
加
費
▽
無
料

■
申
込
期
限
▽
１
月
11
日
（
火
）
～
１
月

25
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
７
８
（
６
２
）
０
０
８
１

募
　
　
集

学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
入

会
児
童
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
放
課
後
や
夏
休
み
な

ど
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
不
在
と

な
っ
て
い
る
家
庭
の
小
学
生
を
対
象
に
、

適
切
な
遊
び
お
よ
び
生
活
の
場
を
与
え
て
、

そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設
日
な
ど
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
ク
ラ
ブ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
馬
牧
小
学
校
、
月
夜
野
北
小

学
校
の
児
童
は
月
夜
野
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
、

桃
野
小
学
校
の
児
童
は
月
夜
野
第
２
学
童

ク
ラ
ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
▽
各
学
童
ク
ラ
ブ
で
配
布
す

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
▽
１
月
31
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◯
月
夜
野
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　
　

☎
０
２
７
８
（
６
２
）
３
９
５
３

◯
新
治
学
童
ク
ラ
ブ

　
　

☎
０
２
７
８
（
６
４
）
０
８
４
０

◯
わ
か
く
り
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

　
　

☎
０
２
７
８
（
７
２
）
４
１
２
０

◯
月
夜
野
第
２
学
童
ク
ラ
ブ

　
　

☎
０
８
０
（
３
０
２
７
）
９
５
８
２

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
離
れ
た
家
族
や
知

人
と
テ
レ
ビ
電
話
を
し
た
り
、
写
真
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
方
向
け
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業
訓
練
に
興

味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
毎
月
職
業
訓
練

説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
は
、
職

業
訓
練
の
ほ
か
、
面
接
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
情
報
も
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
▽
１
月
18
日
（
火
）・
２
月
15
日

（
火
）・
３
月
15
日
（
火
）
の
午
後
２
時
～

午
後
４
時

■
会
場
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
田

☎
０
２
７
８
（
２
２
）
８
６
０
９

学
校
教
育
課
で
は
、
進
学
す
る
意
欲
が

あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就

学
困
難
な
方
を
対
象
に
、
奨
学
金
制
度
の

申
込
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者
▽
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当

す
る
方

①
町
内
に
３
年
以
上
居
住
す
る
方
ま
た
は

そ
の
子
女

②
高
等
学
校
、
大
学
、
短
期
大
学
等
に
在

学
中
ま
た
は
入
学
見
込
み
の
方

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方

■
受
付
期
間
▽
２
月
１
日
（
火
）
～
２
月

28
日
（
月
）

■
貸
与
金
額
▽
月
額
２
万
円

■
必
要
書
類

①
奨
学
金
貸
与
願
書

②
奨
学
生
学
業
成
績
人
物
考
査
書

③
在
学
証
明
書
ま
た
は
合
格
通
知
書

④
住
民
票
謄
本

⑤
保
護
者
の
所
得
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

学
校
教
育
課

学
校
教
育
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
２
４

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
の
募
集

令
和
４
年
度
奨
学
生
募
集

高
齢
者
向
け
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
教
室

職
業
訓
練
説
明
会
を
開
催
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山
岳
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
一
ノ
倉
沢
を
目

指
す
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
開
催
日
▽
１
月
15
日
（
土
）
～
３
月
21

日
（
月
・
祝
）
ま
で
の
土
・
日
、
祝
日

■
参
加
費
▽
大
人
７
０
０
０
円
、
小
人

６
５
０
０
円
（
町
民
の
方
は
１
０
０
０
円

引
き
）
※
昼
食
付
き

■
対
象
年
齢
▽
小
学
５
年
生
以
上

■
そ
の
他
▽
町
民
の
方
は
申
し
込
み
時
に

町
民
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

み
な
か
み
山
岳
ガ
イ
ド
協
会

☎
０
２
７
８
（
６
２
）
０
４
０
１

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご
家
庭

で
の
緑
化
を
推
進
す
る
た
め
緑
化
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
平
日
の
講
座
を
受

講
で
き
な
い
方
の
た
め
に
日
曜
緑
化
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
や
サ

ル
ス
ベ
リ
な
ど
花
木
類
の
剪
定
」
で
す
。

樹
木
医
の
茂
木
清
美
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
講
義
と
実
演
に
よ
り
こ
の
時
期

に
行
い
た
い
花
木
類
の
選
定
方
法
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
す

■
日
時
▽
２
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
～

正
午

■
会
場
▽
群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽

郡
邑
楽
町
中
野
３
９
２
４
‐
１
）

■
定
員
▽
先
着
16
名

■
受
講
料
▽
無
料

■
申
込
方
法
▽
電
話
（
申
込
受
付
は
１
月

31
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
開
始
）

■
そ
の
他
▽
こ
の
他
に
も
、
毎
週
木
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
「
緑
の

相
談
室
」
を
開
設
し
て
、
専
門
の
相
談
員

が
庭
木
や
花
の
作
り
方
、
管
理
の
仕
方
な

ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

群
馬
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
６
（
８
８
）
７
１
８
８

☎
０
２
７
６
（
８
９
）
０
７
８
２

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

令
和
３
年
度第４

回
日
曜
緑
化
講
座
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
令
和
４
年
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
募
集
学
生
の
種
類
▽
教
養
学
部
（
科
目

履
修
生
・
選
科
履
修
生
・
全
科
履
修
生
）

お
よ
び
大
学
院
（
修
士
科
目
生
・
修
士
選

科
生
）

■
出
願
期
間
▽
第
１
回
＝
２
月
28
日（
月
）

ま
で（
必
着
）／
第
２
回
＝
３
月
１
日（
火
）

～
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
（
必
着
）

■
そ
の
他
▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
出
願
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

h
ttp

s://w
w

w
.o

u
j.ac.jp

/
図書室だより　　　◦ ◦Book Information　　　１月

◆カルチャーセンター児童図書館からのお知らせ
・カルチャーセンター玄関前にブックポストを設置しています。

夜間や休室日でも図書の返却が可能ですので、ご活用くださ
い。ただし、CDやDVDは破損の恐れがありますので、返却
の際はブックポストを使用せず、図書室の窓口までお願いします。

・児童図書室の本やDVDは、スマートフォンなどから検索や予約ができま
す。詳しくは、カルチャーセンターまでお問い合わせください。

◆利用できるサービス
　各図書室は通常通り開室しています。新型コロナウイルスの感染状況に
よっては変更になる場合もありますので、各図書室または町ホームページ
でご確認ください。 
◆利用にあたってのお願い
・手洗い、手指消毒、咳エチケットなど感染予防にご協力ください。
・発熱など体調に不安のある方は利用をお控えください。
・来室時はマスクの着用をお願いします。

◆新着一般書
　アルテミスの涙／下村敦史／水
　女子大小路の名探偵／秦建日子／水
　闇祓／辻村深月／新
　御坊日々／畠中恵／新
　幸せになる勇気／古賀史健・岸見一郎／カ

◆新着児童書
　ともだちのいろ／きくちちき／水
　3ぷんでねむくなるえほん／のぶみ／水
　本当に危ないスマホの話／新
　しっぽや／ななもりさちこ／新
　じゅうにしどこいくの？／おくはらゆめ／カ

放
送
大
学
入
学
生
の
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
お
申
し
込
み
か
ら
入
居
ま
で
は
、
資

格
審
査
や
書
類
提
出
等
の
た
め
約
３
週
間

か
ら
１
カ
月
程
度
の
時
間
を
要
し
ま
す
。

■
募
集
団
地

月
夜
野
地
区
▽
矢
瀬
団
地
、
第
２
矢
瀬
団

地
、
第
３
矢
瀬
団
地
、
上
河
原
団
地
、
上

牧
団
地

新
治
地
区
▽
上
布
施
団
地

水
上
地
区
▽
高
日
向
団
地
、
鹿
野
沢
団
地
、

鹿
野
沢
定
住
促
進
住
宅

※
各
団
地
の
空
室
状
況
や
、

各
部
屋
の
間
取
り
図
な
ど
に

つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

群
馬
県
住
宅
供
給
公
社
み
な
か
み
支
所

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
８
４
２
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
　
集

開室時間　午前9時～午後5時（正午～午後
1時までは休室）

休室日　毎週月曜および祝日

開室時間　午前9時～午後5時
休室日　毎週月曜（祝日の場合次の平日）と

祝日の翌日

中央公民館図書室　☎62-2275中

　 カルチャーセンター児童図書室
☎20-4040

カ

水上公民館図書室　☎72-3707水
新治公民館図書室　☎64-0111新

休室日のお知らせ

【中央公民館図書室】

12月27日～工事完了まで
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■問い合わせ先　沼田脳神経外科循環器科病院
　　　　　　　　（へき地診療担当） ☎（22）5052

■問い合わせ先
　独立行政法人国立病院機構沼田病院 ☎（23）2181

地区 診療地・診療時間 1月 2月

水

上

大芦公民館（坂東会館）
9:00～12:30 7日（金） 4日（金）

北部生活改善センター
9:00～12:30

11日（火）
25日（火）

8日（火）
22日（火）

新

治

赤谷公民館
9:00～12:30 18日（火） 15日（火）

入須川分館
13:30～17:00

11日（火）
25日（火）

8日（火）
22日（火）

笠原生活改善センター
9:00～12:30

12日（水）
19日（水）

2日（水）
16日（水）

東峰分館
9:00～12:30 14日（金） 18日（金）

地区 診療地 開始時間 1月 2月

月
夜
野

小和知公民館前 15:20 27日（木）24日（木）

大峰集荷倉庫前 13:20 18日（火）15日（火）

水

上

大芦公民館前 13:20

27日（木）24日（木）
北部生活改善
センター前 13:40

原集古館前 14:10

粟沢公民館前 14:50

新

治

上羽場分館前 12:30

18日（火）15日（火）茅　原
高齢者会館前 13:50

入須川分館前 14:30

巡回診療車運行予定（国立沼田病院）

へき地診療（ふれあい出張診療）実施予定
（沼田脳神経外科病院）

みなかみ町社会福祉協議会
相　談　所

心配ごと（民生・人権・行政）相談所

法　律　相　談　所

相談は予約制で先着順です。
時間は午後1時30分～4時まで。

●問い合わせ先　☎（62）0081●

群馬県保険医協会
24時間健康テレホンサービス
☎０２７-２３４-４

ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

※約3分の健康講話（テープ音声）が聞けます。

■水上会場 1月18日（火）
　会場：社会福祉協議会水上支所
■新治会場　2月15日（火）
　会場：のぞみ館 相談室

■月夜野会場 1月14日（金）
　会場：町保健福祉センター2階
■水上会場　2月4日（金）
　会場：社会福祉協議会水上支所

1月の「直接相談タイム」

相
　
　
談

○1月13日（水）　歯科
○受付時間帯　午後７時30分～午後9時
◎上記時間帯は専門医が直接相談に応じます。

１
月

■月曜 女
じょ

性
せい

に多い膀
ぼう

胱
こう

炎
えん

■火曜 爪
つめ

のみずむし

■水曜 歯
は

の訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りょう

■木曜 ほくろの数
かず

が増
ふ

えた、大
おお

きくなった

■金曜 乳
にゅう

がんが心
しん

配
ぱい

、
どこへかかればいいの？

■土日 口
こう

腔
くう

機
き

能
のう

発
はっ

達
たつ

不
ふ

全
ぜん

症
しょう

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
▽
３
月
２
日
（
水
）
午
前
10
時
～

正
午

■
場
所
▽
テ
ラ
ス
沼
田

４
階
４
０
４
会

議
室
（
沼
田
市
下
之
町
８
８
８
）

■
相
談
科
目
▽
整
形
外
科

■
相
談
内
容
▽
身
体
障
害
者
の
補
装
具
要

否
判
定
・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
相

談
な
ど

■
持
参
す
る
も
の
▽
身
障
者
手
帳
、
印
鑑

■
そ
の
他
▽
重
度
障
害
者
に
つ
い
て
は
自

宅
訪
問
も
可
能
で
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
は
す
べ
て
予
約

制
で
す
。
希
望
者
は
２
月
16
日
（
水
）
ま

で
に
予
約
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
民
福
祉
課

障
害
・
福
祉
係

☎
０
２
７
８
（
２
５
）
５
０
１
１

群
馬
県
心
身
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談

『
お
詫
び
と
訂
正
』

広
報
み
な
か
み
12
月
号
（
第
１
９
４

号
）
14
ペ
ー
ジ
「
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
記
事
に
お
い
て
、
中
学
生

の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
の
氏

名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
原
向
日
葵
さ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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●
編

集
／

み
な

か
み

町
役

場
総

務
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〒

3
7
9
-1

3
9
3
 群

馬
県

利
根

郡
み

な
か

み
町

後
閑

3
1
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☎

0
2
7
8
-6

2
-2

1
1
1
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X
0
2
7
8
-6

2
-2

2
9
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●
み

な
か

み
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
https://w

w
w

.to
w

n.m
inakam

i.gunm
a.jp/

歳時記み
か

な
み

みなかみ町の
主な行事予定

1
月

号
 

第
1
9
5
号

 令
和

4
年

1
月

1
日

発
行

世帯数
女
男

総人口

7,914世帯（− 9）
9,194人　（−17）
8,775人　（−19）

17,969人　（−36）

男の子 女の子 計
２人 １人 ３人

数字は住民基本台帳に基づくもので、国勢調査の
数値とは異なります。※（　）内は前月比

数字は住民基本台帳（12/15現在）に基づくものです。

人口と世帯 12月1日
現　在

おともだちがふえたよ！11月の出生者

ホームページからも
ご確認いただけます

【みなかみ町合同
スキー場開き】１日㈷ ■元旦

４日㈫ ■官庁仕事始め
９日㈰ ■第17回みなかみ町成人式

■町消防団出初式
10日㈷ ■成人の日

１1日㈷ ■建国記念の日
23日㈷ ■天皇誕生日

※新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、今後も各種イベント
や行事が中止になる場合がありますので予めご了承ください。詳
しくは、各イベントもしくは行事の主催者へお問い合わせください。

「ファイバースープ」

2月

1月

●ワンポイントアドバイス
・�押し麦を入れることで、食物繊維たっぷりの
スープになります。
・�トマトケチャップを加えることでトマトの旨み
がでて、調味料が少なくてもおいしく食べるこ
とができます。

ス ー 会ポ 大ツ 結果
報告

■大会結果（敬称略）
【男子ダブルス】
優　勝 大関一久・桜井　博
準優勝 木村重男・阿部水樹
第３位 髙橋明雄・渡辺　元

【女子ダブルス】
優　勝 倉沢つかさ・石坂真砂子
準優勝 髙橋雪子・霜垣雪子
第３位 山下久美子・牛口よし美

11/14 秋季テニス大会

①�押し麦は水に約30分浸し、水
気を切る。

②�にんじん、キャベツは食べやす
い大きさに切る。しめじは小房
にわける。ベーコンは５mm幅
に切る。

③�鍋に油を敷いて加熱し、ベー
コンを軽く炒める。水と①の押
し麦・にんじん・鶏がらスープ
の素を入れて煮る。沸騰したら
キャベツ・しめじ・もやしを入
れて野菜に火が通るまで煮る。

④�トマトケチャップ・塩・こしょう
で味を調える。

● 作り方 ●

材料（4人分）1人分のエネルギー158kcal　塩分0.9g
押し麦�����������50g
にんじん������ 40g(1/4本)
キャベツ����� 240g(大4枚)
もやし������ 100g(1/2袋)
しめじ����� 100g（1パック）
ベーコン������� 40g(2枚)

油��������� 小さじ1(4g)
鶏がらスープの素�� 小さじ2(4g)
トマトケチャップ � 大さじ3(45g)
塩�������������少々
こしょう ����������少々
水���������� 1,200cc

　12月1日、町内8カ所のスキー場関
係者らによる「合同スキー場開き」が
天神平スキー場で開催されました。

役場栄養士おすすめレシピ

▲式典後半にはテープカットが行われました

▲挨拶するスキー場連絡協議会長の松本氏

納期限：1月31日㈪

お支払いは便利な口座
振替をご利用ください。

減塩レシピ●町県民税（第4期）
●国民健康保険税（第7期）
●後期高齢者保険料（第7期）
●国民年金（12月分）


